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TANGO CREATION PLATFORM事業
 　■フランス・パリでの新商品展示会
　組合では、令和元年より実施してきたTANGO CREATI
ON PLATFORM事業について、今年度は国外での展開を
重点に、プロダクトのターゲットであるヨーロッパでの展
開に向けて制作した新商品を発表する場として、パリ市内
のギャラリーにて展示販売会を開催しました。
　海外においても新型コロナウイルスは依然として猛威を
振るっており、開催の中止も検討されましたが無事、開催す
ることができ、実売に繋げることができました。

 　■日本橋高島屋「MAISON&OBJET meets JAPANESE DESIGN&CRAFT」出展！
　平成30年より、丹後から国外への販路開拓を目的に出展していたMAISON&OBJET（パリでの見本市）で
の展開をきっかけに、日本橋髙島屋で行われた「MAISON&OBJET PARIS DESIGN DIALOGUES」と併催の

「MAISON&OBJET meets JAPANESE DESIGN&CRAFT」へTANGO CREATION PLATFORM事業で制作
した商品を出展しました。
　本イベントでは、MAISON&OBJETへの出展歴のある5ブランドが、日本橋髙島屋 本館1Fイベントスペース
へ集結し、世界へ発信する日本ブランドの取り組みをアピールしました。

会期：令和 4 年 2 月 15 日～19 日（5 日間）
会場：Discover Japan（12 Rue Sainte-Anne
　　　75001 Paris）※同名雑誌とは無関連

会場：日本橋高島屋本店（東京都中央区日本橋2-4-1）　会期：令和4年3月2日（水）～8日（火）



＜令和４年度予算＞
（単位：千円）

支　　出 金　　額 収　　入 金　　額
作 　 業 　 費 138,550 精 練 染 色 加 工 料 264,730
事 　 業 　 費 30,590 織 物 検 査 料 15,030
人   件   費 193,570 事 業 収 入 38,020
厚 　 生 　 費 28,770 賦 　 課 　 金 19,930
諸 税・ 負 担 金 49,450 共 有 施 設 分 担 金 38,010
運 営 管 理 費 62,710 諸 手 数 料 15,990
営　 修　 繕　 費 15,050 受 入 補 助 金 61,320
資 産 償 却 費 40,510 雑 収 入 他 63,160
予 備 費 ▲ 43,010

合　　　　計 516,190 合　　　　計 516,190

　去る3月10日開催の臨時総代会において、令和４年度
の事業計画案並びに予算案等について慎重審議された
結果、原案通り可決承認されました。
　事業計画では、加工施設の維持並びに加工技術の向上
を図り、地区内外の営業活動に努めるとともに、技術者
教育による技術の継承、また経費削減に取り組み、工場
運営の安定を目指す取り組みや京都府をはじめ地元行
政、関係諸機関・団体との連携のもと、TANGO OPEN 
CENTER(TOC)事業の推進、産地ブランドの国内外への
発信強化に取り組み、機業経営の安定に資する事業を展
開することとしています。
　令和４年度の予算総額は前年比91.4％となる５億
1,619万円となっています。

令和４年度　事業計画・予算を承認

１ 工場運営の安定
① 加工技術のレベルアップに努　　
　 め、品質の安定と信頼の向上
　 を図る。
② 地区内外への営業活動の推進
　 によって入荷促進を図る。

加工検査事業

指　導　事　業

１ 情報の収集及び提供
　① 織物市況・ 関連業界情報等の収集・提供
  ② 機関紙の発行（年４回）

２ 経営安定化対策
① 産地ブランド及び「日本の絹マーク」等の PR
② 最低工賃制度の啓蒙
③ 消費税インボイス制度に向けた対応
④ 商取引慣行改善への対応

３ TANGO OPEN CENTER(TOC) 事業の推進
① ＥＣサイトを活用した商品販売
② オンライン商談会の開催等による販路開拓
③ 会場貸出
④ TANGO OPEN ロゴ認定事業
⑤ Ｂ to Ｂ卸販売
⑥ ＰＯＰ ＵＰ販売
⑦ きぬもよふ化粧品・セリシンの販売

４ 振興・宣伝・情報発信事業
① TANGO TEXTILE EXHIBITIONの開催（丹後開催）
② 首都圏における展示商談会の開催（ＪＣ出展）
③ 府内染織３産地連携によるマーケット開拓、もの　　
　 づくり体制再構築等の推進

④ 先染織物の振興
　   ・ 先染商標（帯・着尺）の利用促進
　   ・ 西陣織工業組合との連携による産地対策 ( 適正　　
　　　工賃、安定受注の確保 )
      ・ 先染部会の活性化対策
⑤ きもの文化教育の推進
⑥ 組合ＨＰ等による産地情報、事業者情報の発信

５ 認定制度・表彰制度による技術の継承、啓蒙活動

６ ( 一財 ) 丹後地域産業振興基金協会との連携

７ 京都府織物・機械金属振興センター、( 公財 ) 京都　
　 産業２１との連携

８ 広域振興局、地元行政、海の京都ＤＭＯとの連携

９ 資金（小口資金・就業者向け）の貸し付け

10 組合運営・組織の活性化
① 組合、組合員間の連携強化と機業組合等への活動　
　 支援
② 魅力ある組織づくりによる加入促進

③ 作業コストの削減並びに諸経　 
　 費削減を推進する。

２ 人材育成
① 技術者教育の実施
② 多能工の育成強化

３ 信頼される検査の推進
４ 安全対策
① トヨタ方式改善活動並びに
　 ５Ｓ運動の推進
② 危機管理対策の推進
③ 労働災害防止対策の推進
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　組合では、京都府の染織産地が連携して事業を展開するシルクテキスタイル・グ
ローバル推進コンソーシアム事業の一環として去る2月8日（火）～ 10日（木）、株
式会社ビジネスガイド社の主催する「第93回東京インターナショナル ギフト
ショー 春2022」へ出展しました。
　新型コロナウイルス感染拡大防止策としてリアルなアテンドではなく、会
場にノートパソコンを配置してオンラインでのアテンドを実施し、TANGO 
CREATION PLATFORMの商品及びきぬもよふ商品のアピールを行いました。
　また、東京ギフトショー開催後の丹後単独のオンライン商談会の案内や3月に開催
予定の日本橋高島屋でのPOPUPの案内を行うなど、産地内事業の連携に努めました。

東京ギフトショー春 2022 出展報告

消費税インボイス制度説明会・登録申請相談会のお知らせ
　令和5年10月1日から施行される消費税の適格請求書等保存方式（いわゆる「インボイス制度」）ですが、令和3年
10月1日より適格請求書の発行事業者となるための登録申請書の受付がはじまっています。
　峰山・宮津税務署では、インボイス制度の内容や登録申請手続きなどについて理解を得ていただくことを目的に
下記の日時で説明会・登録申請相談会を開催しています。この機会にご参加いただきますようご案内いたします。
　なお、新型コロナウイルス感染防止のため「事前予約制」となっていますので、参加をご希望の方はそれぞれの連
絡先へ事前にお電話にて予約のうえ、ご参加ください。

インボイス制度説明会・登録申請相談会

会　　　場 日　　　　時 定員 連絡先

峰山税務署内 会議室

4月21日(木) ～ 6月30日(木)までの毎週木曜日
　　　　　　　　　　　　　 (5月5日は除く)

〈インボイス制度説明会〉13：30 ～ 14：30
〈登録申請相談会〉　　　  14：30 ～ 14：45

各回
8 名

峰山税務署
法人課税部門
0772-62-0627

①宮津シーサイドマート
ミップル 3 階

②宮津税務署内 会議室

①4月25日(月)
②5月19日(木)・6月16日(木) 各回

15 名

宮津税務署
法人課税部門
0772-22-3275〈インボイス制度説明会〉14：00 ～ 15：00

〈登録申請相談会〉　　　　15：00 ～ 15：10

 【出展事業者】
株式会社一色テキスタイル

柴田織物・遊絲舎・
丹後織物工業組合（計4社）

【来場者数】  
3日間で144,923人

（内海外32人）

【出展者数】
2,164社
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コロナの影響を受けた中小法人・個人事業者の事業継続・回復を支援

【伝統産業新規展開促進事業費補助金（グループ補助金）の募集について

　経済産業省では、新型コロナウイルス感染症により大きな影響を受け、売上が大きく減少している中小
法人等及び個人事業者等に対して、事業の継続及び立て直しのための取組を支援する事業復活支援金の申
請受付が開始されています。

〇申請期間 / 令和4年1月31日（月）～ 5月31日（火）
〇給付対象 / ①と②を満たす中小企業・個人事業者
　①新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者
　②令和3年11月～令和4年3月のいずれかの月（対象月）の売上高が、平成30年11月～令和２年3月までの間　　
　　の任意の同じ月（基準月）の売上高と比較して50%以上又は30%以上50%未満減少した事業者
〇給付額 / 基準期間（※1）の売上高-対象月の売上高×5 ヶ月分により算出した額
　※1 平成30年11月から平成31年3月、令和元年11月から令和2年3月、令和2年11月から令和3年3月のいずれ　
　　　かの期間（基準月を含む期間であること）
〇給付上限額 / 中小法人等：上限最大250万円　　個人事業者等：上限最大50万円

〇申請 / 事業復活支援金のホームページからの電子申請（インターネットを利用した申請）となります。   
　　　 https: / / j igyou-fukkatsu.go. jp/
　※事業復活支援金を申請する前に登録確認機関による事前確認を受ける必要があります。ただし、過去に一時支援金または月次支援　
　　金を受給している場合、原則として事業復活支援金の申請を行う際に改めて事前確認を受ける必要はありません。
　登録確認機関とは
　　①法律に基づき特別に設置された機関の会員・組合員（商工会、商工会議所等）
　　②法律に基づく士業の顧問先（税理士、行政書士等）　③預金取扱金融機関の事業性融資先　④登録確認機関の反復継続した支援先

【お問い合わせ先】 事業復活支援金事務局　TEL：0120-789-140

事業復活支援金のお知らせ

売上高減少率 個人
法人

年間売利上高　※ 2
1 億円以下 1 億円超～ 5 億円以下 5 億円超

▲ 50％以上 50 万円 100 万円 150 万円 250 万円
▲ 30％以上 50％未満 30 万円 60 万円 90 万円 150 万円

※2 基準月を含む事業年度
　の年間売上高

　積極的に新たな需要開拓に向けた新商品開発や新たなビジネスモデルの構築を図ろうとする伝統産業事業者等
を支援することを目的として、以下のとおり「伝統産業新規展開促進事業費補助金（グループ補助金）」が募集され
ています。　https://www.pref.kyoto.jp/senshoku/news/r4shinkitenkai_group.html

【補助対象者】
下記(1) ～ (5)に該当する者で構成されるグループ（2者以上）が補助対象者となります。
　(1)産地組合等
　(2)産地組合等の組合員である伝統産業事業者
　(3)産地組合等から推薦を受けた伝統産業事業者（推薦書が必要な場合、5月25日(水)までに組合へ依頼が必要）
　(4)京もの認定工芸士又は京の名工が役員となっている法人又は当該者である個人事業主
　(5)前各号の者と連携して補助対象事業を行う者（連携事業者）

【補助対象事業】
　●新たな販路開拓に向けた商品開発事業
　●生産や販売、サービスの提供など、新しいビジネスモデルを具体的に実践するための事業

【補助率、補助限度額】

 

【提出期限・提出・問い合わせ先】令和４年5月31日(火)午後5時、同日消印有効　
京都府 商工労働観光部 染織・工芸課　TEL：075-414-4856

補助上限額 補助下限額 補助率
グループ構成員の内、要領第 3 条第 1 項第 1 号から 4 号に該当する者

（上記補助対象者の（1）～（4）が 5 者以上の場合 500 万円 240 万円

4 分の 3 以内同 4 者の場合 360 万円 180 万円
同 3 者の場合 240 万円 120 万円
同 2 者の場合 140 万円 60 万円
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【新規】「伝統産業新規展開促進事業費補助金（設備投資）」の募集について

「令和4年度京都伝統産業生産基盤支援事業費補助金」の募集について
　京都府による府指定の伝統産業に係る生産設備の
新設・更新、改修に対し、その費用の一部について助
成される補助金制度が今年度も実施されます。
　但し、「【新規】令和4年度伝統産業新規展開促進事
業費補助金（設備補助金）」との同時申請は不可です。
▶ https://www.pref.kyoto.jp/oriki/　
　 dentohozyokin.html

【提出期限・提出先】令和４年5月25日(水)午後5時
必着　丹後織物工業組合 TOC事業課
申請には添付書類として産地組合の推薦書が必要で
す。申請書類一式を、組合本部TOC事業課へご持参
ください。※組合推薦書発行の関係上、提出期限が早
めの設定となっています。
提出書類に不備があった場合は受付されませんので、余
裕をもって申請してください。

【京都府受付期限：5月31日(火)午後5時必着】

【補助率、補助限度額】

【補助対象者】
　(1)産地組合等
　(2)産地組合等の組合員である伝統産業事業者
　(3)産地組合等から推薦を受けた伝統産業事業者
　　（推薦書が必要な場合5月25日(水)までに組合へ
　　  依頼が必要）

【補助対象事業】
　補助対象者が行う次のいずれかに掲げる事業に係る
　設備投資（生産設備等の「新設」又は「増設」に限る。）
・新分野展開
　伝統産業事業者が主たる業種又は主たる事業を変　
　更することなく、新たな製品を製造し又は新たな　
　商品若しくはサービスを提供することにより、新　

　積極的に新たな事業展開や生産工程の集約化等を
図ろうとする伝統産業事業者や産地組合等が行う新
たな設備投資を支援することを目的として新たに

「伝統産業新規展開促進事業費補助金（設備投資）」が
募集されています。
▶ https://www.pref.kyoto.jp/senshoku/　　
　news/r4shinkitenkai_setsubi.html

【補助率、補助限度額】

〈本補助金と令和4年度伝統産業新規展開支援事業費
補助金（設備投資）との違い〉

道具類（シャットル）に係る申請については機料品店
に見積書の発行を依頼し、組合に提出してください。
　（注）シャットルのみの見積書としてください。見積書は申請者　　
　宛ではなく、組合宛で発行、備考に申請者名分（事業者名もしく　
　は個人事業主名）を必ず明記してください。見積書の明細には、
　本体価格と消費税の金額が明記されたものが必要です。
・ 機料品店の見積書の提出期限及び提出先　　
　令和４年5月20日(金)午後5時必着
　丹後織物工業組合 TOC事業課 
　※提出期限を過ぎると組合の申請が間に合いません
　※シャットルの見積書提出期限と生産基盤補助金提出期限が　
　異なりますのでご注意ください
→詳細は組合HPに4月中旬に掲載予定です。

補助率 補助上限額 補助下限額
（1）設備の更新又は改修

3分の1
以内 250万円 10万円（2）設備の新設又は増設

（（1）と（2）の同時申請はできません）
存続が危惧される次の工程の設
備の更新又は改修
・蒸水洗工程
・織物精錬工程
・金銀糸製造工程

3分の1
以内 500万円 10万円

（3）道具類の整備【産地組合のみ】
　　　　　　　　　  ※シャットル

3分の1
以内 250万円 3万円

新規展開支援事業費補助金（補助率3/4）

本補助金（補助率1/3）

②生産設備等を更新又は改修する

③道具類を購入する（産地組合のみ）

新分野展開又は
事業再編に該当する

新分野展開又は
事業再編に該当しない

①生産設備等を新設又は増設する

事業内容 補助率 補助上限額 補助下限額
生産設備等の
新設又は増設 4分の3以内 1,500万円 75 万円

　たな市場に進出すること（次のいずれかに該当す　
　る場合に限る。）
　　(1)事業により製造する製品又は提供する商品若し　
　 　　くはサービスが、新規性を有するもの。
　　(2)事業により製造する製品又は提供する商品若しく
　 　　はサービスの属する市場が、新規性を有するもの。

・事業再編
　内製化又は集約化を行うこと
　　※「内製化」とは、次のいずれかをいいます。
　　(1)自らの事業活動に必要な業務について、これまで外　
　　　注していたものを自らの要員及び設備を使って実　　
　　　施すること。
　　(2)製造工程の前工程や後工程など他の事業者が行っ　　　
　　　ていた関連工程について、新たに自らの要員及び
　　　設備を使って実施すること。
　　※「集約化」とは、同業他社の業務の全部又は一部を引　
　　　き継いだ上で、新たに自らの要員及び設備を使って　　
　　　実施することをいいます。

【提出期限・提出先】
　令和４年5月31日(火)午後5時、同日消印有効　
　京都府織物・機械金属振興センター
　（京丹後市峰山町荒山225）　TEL：0772-62-7400

【問い合わせ先】
　京都府商工労働観光部染織・工芸課
　TEL：075-414-4856
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　KYOTO KOUGEI WEEK では、京都府域で行
われている次代に繋いでいきたいものづくりや
プロジェクト、それらに関わる人たちと協同し
多様なプロジェクトを行なっています。「Land of 
KOUGEI」では、これまで進めてきたプロジェク
トの製品を展示、紹介しており、工芸を伝えてい
くために交わされた多くの言葉や、工芸を通じて
新たな時代のライフスタイルを創造していく活動など、未来を形作っていくヒントを紹介しています。このイベ
ントのプロジェクト展示として、当組合は 2019 年より実施している TANGO CREATION PLATFORM の作品の
なかから HAÖRI １点、バルーンバッグ 6 点、カードケース５種３サイズの 15 点を出展し紹介しました。

～ KYOTO KOUGEI WEEK EXHIBITION ～
「 Land of KOUGEI 」〈CRAFT POINT KYOTO 登録イベント〉

日　時：2022年3月1日(火) ～好評につき31日(木)まで延長
会　場：京都伝統産業ミュージアム
参加費：入場料 無料
主　催：「KYOTO KOUGEI WEEK」実行委員会
共　催：京都伝統産業ミュージアム
(京都市左京区岡崎成勝寺町9-1みやこめっせB1F )

　組合では、日本文化の伝承、和の服飾文化の振興と発展を図ること
を目的に地元高校などによる「きもの着付け教室」への助成を実施し
ており、本年は５校の応募があり着付け講師料などの助成を行いました。
新型コロナウイルスの影響により実施回数の減少も見受けられました
が、感染防止に十分留意しながら実施されました。

助成先：地元学校関係　高校5件(実施回数：6回・受講人数：42人）

令和3年度 きもの着付け教室の助成

参加事業者（12 社）
株式会社一色テキスタイル・臼井織物株式会社・
柴田織物・創作工房糸あそび・民谷螺鈿株式会社・
田勇機業株式会社・丹菱株式会社・丸仙株式会社・
宮眞株式会社・安田織物株式会社・遊絲舎・丹後
織物工業組合

　組合では新型コロナウイルス感染症対策として、非対面でのビジネスマッチングの機会創出を目的に令和2年度よ
り実施している丹後単独のオンライン商談会を、去る2月21日（月）に実施しました。今年度、第2回となるオンライン商
談会ではターゲットを国内に絞ることで、各社の商品をより集中的にPRすることができました。
　また、これまで使用してきたオンライン商談システムをアップデートし、オンライン商談会以外でも各社が生地や製
品を登録して取引先ごとに合わせたカタログを作成できる仕様
にしたことで、オンラインのみならずリアルでの商談にも活用で
きるようになり今後、ビジネスの場が広がることが期待されます。

令和3年度第2回オンライン商談会

会期：令和4年2月21日（月）（国内向け）

6

丹後織物　令和４年４月１日発行 （第三種郵便物認可）



広　告

　組合員の皆様はもちろん、丹後地域
住民の方々や業界関係者など、幅広く
ご利用いただける撮影スペース及び
コワーキングスペースをご用意しま
した。
　自社製品の撮影や町内での簡易的
な打ち合わせ、セミナーの開催、展示
販売会など、様々な用途でご利用いた
だけますので、是非お問い合わせくだ
さい。

※利用料が発生いたします。料金は用途

や時間によって変動しますので、お気軽

にお問い合わせください。

組合内のスタジオのご案内

丹後織物工業組合　TOC事業課
TEL 0772-68-5302
FAX 0772-68-5300
[ 件名 ] 組合スタジオの件
[MAIL] info@tanko.or.jp
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編 集 後 記

みずみずしい
ジェルがうるおいを
保ちながらメイクを
やさしく落とす。
濡れた手でもつかえる
クレンジングジェル。

首都圏における展示商談会事業

JFWジャパンクリエーション2023

【お問い合わせ先】
TEL 0 7 7 2 - 6 4 - 2 8 7 1
URL https://www.kinumoyou.com

　組合では今年度、首都圏に
おける展示商談会事業とし
て新規販路開拓や新規用途
開拓、生産連携の推進、織物
事業者の企画提案力、経営能
力 な ど の 向 上 を 図 る た め、

「JFWジャパンクリエーショ
ン2023」への出展を予定し
ています。（詳細につきまして
は現時点で未確定）
　つきましては出展者を募集
しますので、ご希望の方は下
記までお申し込みください。

出展者を募集します！

◆会　場  東京国際フォーラム (東京都)
◆会　期  2022年11月1日（火）・11月2日（水）
◆主　催  一般社団法人 日本ファッション・ウィーク推進機構
　※出展料は、一般社団法人 日本絹人繊織物工業会が負担します。

【申込み先】 丹後織物工業組合TOC事業課　℡0772-68-5302
　　　　　Ｅ-mail info@tanko.or.jp
　　　　　メール件名：「ジャパンクリエーション2023参加申込」

【申込み期限】 令和４年４月11日（月）まで

販 売 価 格  2,200円(税込)

内容量150g
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